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 秀峰一期生が進路目標を立派に達成し、総合制専門高校としての教育が成果を上げつつあることをある程

度実証できた平成２２年度であった。本年度は、いよいよ農業科・福祉科が加わり、総合制専門高校完成へ

と、また、新たな一歩を踏み出したことになる。地域からはこれまで以上に注目と大きな期待を集めていく

ものと思われる。したがって、これまで積み上げてきた成果をもとに、本校の新しい伝統である「秀峰ブラ

ンド」確立をさらに目指していかなければならない。 

 本年度は、開校からの学校経営ビジョンの基本的な考え方を検証し、継承しながらも、さらに充実した学

校経営となるように改善を加え、学校は生徒の「学びの場」であり、生徒を「鍛える場」でもあることを念

頭に置いて、「学ぶ姿勢」の育成を図りつつ、 

生徒一人ひとりを大切にし、「夢を叶える学校」「誇りに思う学校」として 

「日 本 一 の 総 合 制 専 門 高 校」 

を目指し、全教職員の共通理解・実践の下、様々な教育活動に、今まで以上に意欲的に取り組んでいきたい。 

１ 基礎学力の定着を図り、進路保障に努める。・・・「学ぶ姿勢」の育成 

  本校への生徒・保護者及び地域の期待は、生徒の進路目標が確実に達成できることである。目的意識を

しっかり持ち、学習意欲のある生徒が入学してきており、その期待に学校はしっかり応えるよう努める。 

  ・授業改善に努め、授業の充実を図る。（分かる授業の実践）（課題の研究）（教科会の充実） 

    年間を通しての教科の改善目標、個人の具体的な改善目標（アクションプラン）の提示と実践 

    尐人数指導（国語、数学、英語）による基礎学力の定着  教科オリエンテーション 

授業研究、授業公開を通しての指導力の向上（保護者等の授業参観の推進） 

  ・年間を通して、全学年で朝自習（１０分間）を実施（８：１５～８：２５） 

  ・進路指導の改善（キャリア教育の充実）（公務員指導体制の確立）（教科、小論文、面接指導の充実） 

・就職、進学に生かすための資格取得の推進（指導の在り方の研究） 

  ・総合制専門高校の利点を生かした教育活動の推進（学科を越えた取組の充実と学科間のコラボの推進） 

２ 生徒の品性を磨き、責任ある言動の下で、充実した高校生活が送れるように指導の徹底を図る。 

  スペシャリストとして社会で活躍する人となるためには、まず、挨拶や基本的生活習慣など社会人とし

ての基礎基本がしっかり身に付き、良好な人間関係が構築できることである。そのために、生徒の品性を

磨き、勉学や部活動等において、高校生活をどう送るべきかを自覚させることにより、より充実したもの

となるよう、学校・家庭・地域と連携して、生徒の健全育成に努める。 

  ・基本的生活習慣の確立（挨拶・礼儀作法、清掃、時間厳守、服装容儀等の徹底）（社会人としての基本） 

  ・生徒指導面の充実（問題行動の未然防止のための対策の徹底）（交通ルールの厳守とマナーアップ） 

（ＬＨＲや学年集会等の活用）（立ち番・巡回指導の在り方の検討と充実） 

（１年生研修・・・集団訓練、人権教育、礼儀作法、マナー等）・・・「学ぶ姿勢」の育成 

  ・部活動の充実と振興（全員参加）（学業と部活動の両立）（人間力育成のための部活動の充実） 

  ・教育相談体制の充実（生徒の情報の共有）（指導の協力体制の強化）（発達障がいへの対応） 

  ・学校と家庭との連携の強化（三者面談、家庭訪問の充実）（情報の確実な伝達：HPの活用、学級通信） 

３ 組織的な取組の下、教育・職場環境のさらなる整備に努める。 

  「環境が人をつくる」と言われる。教職員が働いていることに誇りを持てる職場であってこそ、生徒も

立派に育てることができると考えられる。働きやすい、安心して学べる環境づくりを行う。 

  ・ミドルアップ・ダウンを推進し、組織の充実を図る。 (当事者意識の醸成) 

  ・校務分掌・各種委員会・教科会等の充実 

  ・横の連携の強化（学年会・学科主任会の充実）（学科を越えた取組の検討と実践） 

  ・職務行動評価と役割達成度評価の活用（目標設定・中間ミーティング、フィードバックの充実） 

  ・危機管理体制の再点検（自然災害、事故、服務規律面など） 

  ・事務の簡素化により仕事量を軽減（働きやすい職場づくり） 

  ・職員間の親睦を図るなど、心身の健康を保持（各種研修会の実施） 

４ 地域と共に生徒を育て、地域に活力を与え、地域に貢献し、信頼される学校を目指す。 

  地域の本校に寄せる期待は大きく、学校と共に生徒を育てることに協力しようとする雰囲気があること

を大いに活用し、小中学校や地域との連携をさらに強化していくための工夫・改善に積極的に取り組む。 

  ・保護者や地域への情報発信（学級通信、学校評価、ＨＰ、学校通信の活用、） 

  ・中学校への積極的な情報発信（広報体制の改善）（中学校訪問、高校説明会の充実） 

  ・地域の行事等への積極的な参加（奉仕作業、ボランティア活動の推進）（インターアクト） 

  ・地域に開かれた学校づくり（授業参観や学校行事への参加の呼びかけ）（独自の開放講座の開設） 

  ・地域の企業や人材を活用し、キャリア教育を推進（地域からの情報収集） 


